
大会参加者心得

【大会参加者準備品等】
１ 今回は、個々の「大会参加者確認票」の提出ではなく、「大会参加者一覧表」を提出してく

ださい。必ず、参加者すべてを記入してください。
２ 選手は靴を入れるビニール袋を用意してください。
３ 選手にあっては、面シールドを着用してください。
（面マスクは任意です。コロナ感染状況により変更あり）
４ 紅白の目印は、各自で準備してください。

【各部の集合時間と集合場所】
１ 小学生の部    ９時 入場（南側・東側・北側観覧席とする）
  （注意）１１時１５分ごろに、中学生の部の参加者が入場するため東側観覧席にいる参加者

は、南側・北側観覧席に移動してください。
２ 中学生の部 １１時１５分ごろ入場（東側観覧席と南側北側観覧席の空いたところとする）

【大会参加者について】
「小学生の部」    監督１名・選手６名・他６名（保護者等）
「中学生女子の部」  監督１名・選手６名・他６名（保護者、生徒等）
「中学生男子の部」  監督１名・選手６名・他６名（保護者、生徒等）
※小学生の部の団体から中学生の部に参加申し込みをする場合は、ご案内の【５ 参加人数】を
確認してください。その場合には、監督１名・保護者等２名も入場可能です。

参加申込書・大会参加者一覧表は、小学生の部・中学生女子の部・中学生男子の部と別々に提
出してください。

【試合方法】
１ 開会式は小学生の部・中学生の部を実施致します。
２ 試合場は、６試合場とします。
３ 第 1～１０試合に出場する選手は、開始時刻 5 分前には各試合場にて待機をしてください。
４ メインアリーナ内控え場所にて間隔を取って待機してください。係員の指示があったら各

試合場に移動してください。
５ 昼食休憩は、取りません。
６ 監督は各試合場の状況を確認し、試合に出場する選手に控え場所に移動するよう指示して

ください。



【大会当日は、下記事項に十分注意願います】
１ 大会当日、発熱や風邪のような症状がある場合は大会に参加できません。
２ 大会に申し込む選手は、自己の責任において当日の大会に参加してください。
３ 大会参加者（選手・監督・大会役員・係員・大会参加者一覧表に記載の方）以外の方の入

場はできません。
４ 着替えは原則自宅で済ませておいてください。やむなく大会会場内の更衣室を利用する場

合は蜜を避け、交代で使用してください。
５ 大会に参加する時はマスク（できるだけ不綿布のマスク）を着用してください。
６ 観覧席を素足で移動しないでください。靴を入れるビニール袋を持参し、使用後はビニー

ル袋を必ず家まで持ち帰ってください。
７ 参加者（監督、選手、保護者等）は、係員の誘導に従って行動してください。
８ 試合場内のフロアへの入場は、選手・監督のみです。
９ 中学生の部の参加者等は入館したら、階段を上がって２階観覧席出入口付近で大会参加者

一覧表（監督、選手等）の提出、検温、手指消毒をして観覧席に入ってください。
（コロナ感染状況により検温・手指消毒は、変更あり）
10 自分の剣道具及び竹刀、手拭いなどを他の人に使わせないでください。また、他の人の物

を使わないでください。
11 ペットボトル、持参した物、ごみは必ず持ち帰ってください。（会場内で捨てない。絶対

忘れものをしない）
12 選手は面シールドを必ず着用してください。
（面マスクは任意です。コロナ感染状況により変更あり）
13 目印は必ず自分の物を使用してください。会場内外では、常にマスク（できるだけ不綿布

のマスク）を着用してください。（マスクはコロナ感染状況により変更あり）
14 選手は声を出さず、拍手のみで応援してください。
15 参加者は試合が終了したら、すみやかに会場から退出してください。残って見学はできま

せんので、ご理解ご協力をお願いします。
16 大会中に発熱したり体調が悪くなったりした時は、棄権して直ぐに帰宅して経過観察をお

願いします。（大会事務局にご連絡ください）
17 選手・監督以外の方は観覧席で見学し、試合会場内のフロアには入らないでください。
18 応援は拍手のみとし、声援は禁止とします。
19 体育館駐車場または知多市職員駐車場で降車してご来場ください。

勤労文化会館の駐車場は利用しないでください。



20 次の場合は、大会を中止します。
① 愛知県剣道連盟より大会中止の要請がある場合
② 大会当日、午前６時時点で暴風警報発令中の場合

【その他】
現在、小中学生剣道大会を開催する予定で進めていますが新型コロナウイルス感染症の関係

で、小中学生剣道大会が急きょ中止とする場合や大会運営を一部変更する場合があります。
中止の時は、各学校・各団体の申し込み責任者宛てに返金処理をいたしますので、よろしく

お願いします。


